
１．研究の背景と目的

•配水管の老化で投入した消毒用塩素が水に均一

　消費されるわけではない

•現在の方法（一本ずつ検査すること）で老化パイプ
の検出に時間と費用がかかる

•浄化された水が私達のもとへ送られる前に消毒　
　するために塩素の投入が必要である

残留塩素の観測値を用いて問題のある
パイプを検出する方法を検討する
残留塩素の観測値を用いて問題のある
パイプを検出する方法を検討する

３．推定方法のフロー

Ｋｂの予測値を使って管網計算
によって各節点の計算濃度を

求める

各節点の求めた計算濃度と観
測濃度の誤差を求める

求めた節点濃度と観測濃度の
マイナスの最大誤差をＣとする

Ｋｂを決定して各節点の濃度を計算
する連立方程式の係数行列Ｂが決
定する

Ｃ＜許容値

Ｋｂを
修正

する

観測値と計算値の誤差が大きい
節点からｋｗを考えて係数aijを修正
する

係数行列Ｂを修正したaijにより連立
方程式を解き、各節点の計算値を
求める

塩素を消費している管路を推定する

全モニタリング節点において計算値
と観測値の誤差の最大値をＤとする
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４．観測値
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５．計算濃度の計算式

････式１

････式２

式１、式２によって

・・・・式３

ic

jc

：節点iの塩素濃度

：節点jの塩素濃度

（L:管長　v:流速）

６.係数行列を作る
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････式３

式３によって濃度を計算する下の連立
方程式の係数行列を作る

誤差がマイナスになる原因は予想したKbの値
が実際のKbより大きいからKbの増加が止まる

７．Ｋｂの推定
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•Ｋｂの予測値を0.05から0.01きざみで増加させて管網計算に

　よって各節点の計算値求める

•各ｋｂの予測値に対応する計算値と観測値の誤差を求める
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係数を修正した後の全節
点の計算値と観測値の誤
差が範囲以内になるまで

８．係数の修正

１０．問題にあるパイプの推定

係数a26＝0.939の時全モニタリング
節点において計算値と観測値の誤
差が許す範囲（0.01）以内になる

節点２と節点６をつなっているパイプ中
で塩素が管の内面との反応が起こった

５番パイプを問題がある
パイプと判断できた
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観測値を用いた配水管における塩素消費パイプの
推定方法に関する研究
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係数の減少量を0.001、計算値と観測値の誤差

の許す範囲0.01として係数を修正する

係数a26＝0.939の時節点6の計算値と観測値
の誤差が許す範囲（0.01）以内になる

９．係数の修正


